
（法第２８条第１項関係様式例） 

 

２０２２（令和４）年度事業報告書 

 

２０２２（令和４）年４月１日から２０２３（令和５）年３月３１日まで 

 

特定非営利活動法人舞台アート工房・劇列車 

 

１事業の成果 

①舞台芸術創造と普及活動に関する企画、制作及び運営に関する事業の成果 

（１）人形演劇「どんぐりと山猫というはなし」の改作 

この作品は、２０２２年度に各地での巡回公演で上演した。２０２３年２月のＰ新人賞最終

選考会（名古屋ひまわりホール）出場を機に全面改訂し、Ｐ新人賞２０２２を受賞する成果を

あげた。この作品は、現作品名称「一郎くんのリスタート」として、２０２３年度も巡回中で

ある。 

（２）７月と３月に「おやこ人形劇場」開催 

福岡県教育文化奨学財団の助成を得て、７月と３月に石橋文化会館小ホールにて、久留米エ

リアの親子を対象にした「おやこ人形劇場」を開催した。コロナ禍の入場定員規制をしていた

ため、それぞれ１１０名前後の入場者（あわせて約２２０名）であったが、用意していた座席

が満席となる盛況であった。 

 

②地域の文化芸術に関する交流・研修・人材養成の事業 

（１）ボランティア研修会 

６月に、弊団体事業に関してボランティア研修会を開催した。ボランティアの質を高まる研

修の試みとして、大きな成果をあげた。 

（２）演劇と教育研究委員会 

８月から２月に１回の頻度で演劇と教育研究委員会を開催し、会員内外の教育実践を素材と

した研究会を開催した。地域にひらかれた研究会として定着しつつある。 

 

③文化・舞台芸術を生かしたまちづくり、人権の擁護、平和の推進を図る活動 

実施なし 

 

④文化や舞台芸術を生かした子どもの健全育成、社会教育に関わる事業 

（１）パペットシアターＰＲＯＪＥＣＴ～困難を抱えるこどもへの人形劇観劇体験支援事業 

ちくご川コミュニティ財団の子ども若者応援助成を得て当事業を開催した。久留米市で２回、

福岡市で１回の開催であった。不登校のこども、経済格差下にあるこども、外国籍のこどもに

対する観劇体験支援（文化体験支援）を行い、大きな成果をあげた。 

（２）巡回公演 

久留米エリアを中心に、小学校や学童保育所への巡回公演をおこなった。 



（３）人形劇あそびワークショップの開催 

「親子であそぶ人形劇がっこう」を、９月に筑紫野で、１１月に久留米で、１２月に朝倉で

開催した。それぞれ定員を満たす参加者があった。また「こども文化がっこう」を３月に久留

米で開催した。これはコロナ禍で中断していた企画であったが、３年ぶりに開催できた。 

 

２事業の実施に関する事項 

(1)特定非営利活動に係る事業 

定款の 

事業名 
事業内容 

実施 

日時 

実施 

場所 

従事者

の人数 

受益対象者 

の範囲及び 

人数 

事業費

の金額 

(千円) 

①舞台芸

術創造と

普及活動

に関する

企画、制

作及び運

営に関す

る事業 

おやこ人形劇場 2022(令

和 4)年

7 月 17

日 

石橋文

化 会

館・小

ホール 

７名 親子・一般市

民１１０名 

２０８

千円 

おやこ人形劇場 2023(令

和 5)年

3月5日 

石橋文

化 会

館・小

ホール 

９名 親子・一般市

民１１０名 

２０５

千円 

Ｐ新人賞２０２２ 2023(令

和 5)年

2 月 17

日～ 18

日 

人形劇

場「ひ

まわり

ホ ー

ル」 

３名 一般市民５

０名 

９３千

円 

②地域の

文化芸術

に関する

交流・研

修・人材

養成の事

業 

第１回演劇と教育研究委員

会 

2022(令

和 4)年

8 月 28

日 

アトリ

エ山猫

舎 

３名 一般市民２

名 

１１千

円 

第２回演劇と教育研究委員

会 

2022(令

和 4)年

10月 30

日 

アトリ

エ山猫

舎 

３名 一般市民３

名 

第３回演劇と教育研究委員

会 

2022(令

和 4)年

12月 25

日 

アトリ

エ山猫

舎 

３名 一般市民３

名 

第４回演劇と教育研究委員

会 

2023(令

和 5)年

2 月 23

石橋文

化セン

ター・

３名 一般市民１

６名 



日 会議室

Ｂ 

③文化・

舞台芸術

を生かし

たまちづ

くり、人

権 の 擁

護、平和

の推進を

図る活動 

実施しなかった。      

④文化や

舞台芸術

を生かし

た子ども

の健全育

成、社会

教育に関

わる事業 

巡回公演 

（Ａ校区子ども人権教室） 

2022(令

和 4)年

7 月 31

日 

Ａ校区

コミュ

ニティ

センタ

ー 

４名 児童５０名 ９７千

円 

巡回公演 

（Ｋ校区学童保育所） 

2022(令

和 4)年

8月3日 

コミュ

ニティ

センタ

ーＫ校

区会館 

４名 児童１２０

名 

巡回公演 

（Ｎ校区学童保育所） 

2022(令

和 4)年

8月9日 

Ｎ校区

コミュ

ニティ

センタ

ー 

３名 児童５０名 

巡回公演 

（久留米市立Ａ小学校） 

2022(令

和 4)年

10月 26

日 

Ａ小学

校 

３名 児童１００

名 

巡回公演 

（北野生涯学習センター） 

2022(令

和 4)年

12月 17

日 

北野生

涯学習

センタ

ー 

３名 児童・保護者

６０名 

巡回公演 

（久留米市立Ｋ小学校） 

2022(令

和 4)年

12月 21

日 

Ｋ小学

校 

３名 児童９０名 



巡回公演 

（Ａ校区学童保育所） 

2023(令

和 5)年

3 月 27

日 

Ａ校区

コミュ

ニティ

センタ

ー 

５名 児童１５０

名 

巡回公演 

（Ｋ校区学童保育所） 

2023(令

和 5)年

3 月 28

日 

Ｋ小学

校 

３名 児童１２０

名 

巡回公演 

（Ｔ校区学童保育所） 

2023(令

和 5)年

3 月 29

日 

Ｔ小学

校 

３名 児童１２０

名 

親子であそぶ人形劇がっこ

うｉｎちくしの 

2022(令

和 4)年

9 月 25

日 

筑紫野

市文化

会館・

多目的

ホール 

４名 小学生とそ

の保護者２

６名 

１２３

千円 

親子であそぶ人形劇がっこ

うｉｎくるめ 

2022(令

和 4)年

11月 13

日 

石橋文

化 会

館・小

ホール 

４名 小学生とそ

の保護者２

１名 

２２５

千円 

親子であそぶ人形劇がっこ

うｉｎくるめ 

2022(令

和 4)年

11月 27

日 

石橋文

化 会

館・小

ホール 

４名 小学生とそ

の保護者２

０名 

人形劇であそぼ！ｉｎあさ

くら 

2022(令

和 4)年

12月 18

日 

ピーポ

ート甘

木・第

４・５

学習室 

４名 小学生とそ

の保護者１

２名 

１１１

千円 

こども文化がっこう 2023(令

和 5)年

3 月 18

日～ 19

日 

共同ホ

ール・

研修室 

４名 小学生１２

名 

１６５

千円 

パ ペ ッ ト シ ア タ ー

PROJECT 

2022(令

和 4)年

ふくふ

くプラ

５名 小・中学生と

その保護者

３１３

千円 



（みんなの学び館） 10月 21

日 

ザ および関係

者５２名 

パ ペ ッ ト シ ア タ ー

PROJECT 

（ボナペティ） 

2022(令

和 4)年

11月 20

日 

御井校

区コミ

ュニテ

ィセン

ター 

３名 乳幼児・小学

生とその保

護者および

関係者３８

名 

パ ペ ッ ト シ ア タ ー

PROJECT 

（久留米市立Ｋ小学校ワー

ルドルーム） 

2023(令

和 5)年

3 月 12

日 

Ｋ小学

校 

４名 小学生とそ

の保護者お

よび関係者

５５名 

 

（備考） 

１ ２は、(1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について区分を明らかにし

て記載する。 

２ ２の(1)については事業毎に定款の事業名、事業内容、実施日時、実施場所、従事者の人数、

受益対象者の範囲及び人数並びに事業費の金額をそれぞれ記載する。 

３ ２の(1)のうち「受益対象者の範囲及び人数」の欄には、具体的な受益対象者及び人数を記

載する。 

４ ２の(2)については事業毎に定款の事業名、事業内容、実施日時、実施場所、従事者の人数

及び事業費の金額をそれぞれ記載する。定款上、「その他の事業」に関する事項を定めている

場合は、当該事業年度に実施しなかった場合も「実施しなかった」旨を記載する。 



（法第２８条第１項関係様式例）

特定非営利活動法人舞台アート工房・劇列車
科目

Ⅰ 資産の部
１ 流動資産
現金預金 64,959

未収金 182,213

流動資産合計 247,172

２ 固定資産
固定資産合計 0

資産合計 247,172

Ⅱ 負債の部
１ 流動負債
流動負債合計 0

２ 固定負債
役員借入金 600,000

固定負債合計 600,000

負債合計 600,000

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産 -643,058

当期正味財産増減額 290,230

正味財産合計 -352,828
負債及び正味財産合計 247,172

金　額　（単位：円）

2022(令和4)年度貸借対照表

2023(令和5)年3月31日現在



（法第28条第１項関係記載例）

特定非営利活動法人舞台アート工房・劇列車
（単位：円）

科目

Ⅰ 経常収益

１．受取会費

創造正会員受取会費 108,000

サポーター会員受取会費 30,000 138,000

２．受取寄附金

受取寄附金 364,175 364,175

３．受取助成金等

受取助成金 880,794 880,794

４．事業収益

626,447

7,200

0

716,100 1,349,747

５．その他収益 0 0

経常収益計 2,732,716

Ⅱ 経常費用

１．事業費

人件費

人件費計 0

その他経費

謝金・雑役務費 560,000

旅費交通費 203,675

通信運搬費 96,912

印刷製本費 237,404

消耗品費 152,195

賃借料 335,145

支払い手数料 3,720

諸雑費 15,410

その他経費計 1,604,461

事業費計 1,604,461

２．管理費

人件費

人件費計 0

その他経費

旅費交通費 4,210

通信運搬費 25,401

事務・消耗品費 25,403

印刷製本費 17,809

賃貸料 652,710

支払い手数料 1,822

広報費 13,420

諸会費 37,000

諸雑費 60,250

その他経費計 838,025

管理費計 838,025

経常費用計 2,442,486

当期経常増減額 290,230

当期正味財産増減額 290,230

前期繰越正味財産額 -643,058

次期繰越正味財産額 -352,828

（２）

（１）

（２）

（１）

2022(令和4)年度　活動計算書
2022(令和4)年4月1日から2023(令和5)年3月31日まで

①舞台芸術創造と普及活動に関する企画、制作及び運営に関する事業

②地域の文化芸術に関する交流・研修・人材養成の事業

③文化・舞台芸術を生かしたまちづくり、人権の擁護、平和の推進を図る活動

④文化や舞台芸術を生かした子どもの健全育成、社会教育に関わる事業

金額


